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◇
講
演
要
旨
◇ 

 

演
題 

 
 

憲
法
の
危
機 

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授 小

林 

節 
 

 

先
の
国
会
で
安
倍
政
権
が
戦
争
法
案
（
安

保
関
連
法
案
）
を
強
行
可
決
し
た
の
は
、
小

選
挙
区
制
の
歪
み
と
は
い
え
、
昨
年
暮
れ
の

総
選
挙
で
自
民
党
が
大
勝
し
た
か
ら
で
あ

る
。
戦
争
法
廃
止
を
求
め
て
シ
ー
ル
ズ
や
マ

マ
の
会
、
学
者
の
会
な
ど
が
運
動
を
継
続
し

て
い
る
が
、
要
は
選
挙
で
勝
た
な
け
れ
ば
戦

争
法
の
発
動
を
阻
止
し
、
廃
止
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

政
治
の
任
務
は
、
国
民
を
幸
福
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
幸
福
の
条
件
は
、
①
自
由
で
あ

る
こ
と
、
②
豊
か
で
あ
る
こ
と
、
③
平
和
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
三
つ
は
政
治
学
の
常
識
で

あ
る
。 

 

 

安
倍
政
権
が
二
〇
一
三
年
一
二
月
に
強

行
成
立
さ
せ
た
特
定
秘
密
保
護
法
は
こ
の

条
件
に
明
ら
か
に
反
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
「
新
三
本
の
矢
」
（
国
民
総
生

産
六
〇
〇
兆
円
達
成
、
希
望
出
生
率
一
・
八

の
実
現
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
を
目
指
す
）
も
具

体
性
が
な
く
、
い
ず
れ
も
実
現
困
難
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
安
倍
独
裁
政
治
か
ら
国
民

が
主
権
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
で
き
る
。
自
民
・
公
明
の
選
挙
協
力

に
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。 

来
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
は
現
行
の
選

挙
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
る
。
戦
争
法
廃
止

で
一
致
す
る
野
党
が
「
一
人
区
」
で
統
一
候

補
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
野
党
の
得

票
率
四
割
台
が
五
割
台
に
上
が
り
、
与
党
の

得
票
率
四
割
台
が
三
割
台
に
下
が
る
こ
と 

（
次
頁
に
続
く
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

「
会
員
エ
ッ
セ
ー
集
」
を
発
行 

 
 

会
員
に
は
一
冊
進
呈
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
関
連
記
事
六
面
）  

                        

1面  「憲法の危機」小林節講演要旨 

2面  サウンドパレード in金沢 

3面  戦争法廃止で日本共産党と懇談 

被爆 70周年 世界核被害フォーラムの参 

加報告            江守道子 

    

    

4面 「はだしのゲン」を白山市小中学校に寄贈 

    <リレーエッセー> 

   「被爆体験」の継承とは   池田治夫 

5面  非核平和の自治体づくり      神田順一 

   「元号」と私          中村昭一 

6面   リレーエッセーが 2巡目に  編集部 

7面  独標より：戦後 70年目の今  山口修治 

8面  被爆者が描いた体験画展      中田喜重          

    絵手紙コーナー         家 正子 

    非核平和・行事予定 

 

 

 
非
核
五
項
目 

非核・いしかわ 
事務局／石川民医連労働組合気付 

〒920-0848金沢市京町28-8  ℡076-251-0014 

郵便振替口座00760-0-15689 会報込年会費3000円 

 2015 年 12 月 20 日 月刊第 209 号 発行／非核の政府を求める石川の会 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

 

選挙での野党共闘を強調された 

講師の小林節さん 

師
走
に
ふ
り
返
る
と
安
保
法
制 

を
は
じ
め
沖
縄
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
マ
イ 

ナ
ン
バ
ー
な
ど
今
年
の
激
動
を
実 

感
す
る
。
高
浜
原
発
運
転
差
止
の 

福
井
地
裁
の
仮
処
分
は
司
法
が
現

実
に
差
し
止
め
て
画
期
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
昨

年
の
大
飯
原
発
運
転
差
止
判
決
で
人
格
権
の
価

値
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
、
経
済
的
活
動
の
自

由
は
こ
れ
よ
り
も
劣
位
に
置
か
れ
る
と
断
じ
た

こ
と
が
大
き
い
▼
現
下
の
情
勢
の
中
で
流
行
語

大
賞
も
政
治
語
が
並
ん
だ
の
は
言
わ
ば
必
然
。

し
か
し
問
題
は
民
主
主
義
の
質
だ
。
持
続
的
で

明
確
な
意
志
表
明
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
ま

だ
旗
幟
鮮
明
で
な
い
立
場
も
多
い
。
こ
れ
は
ど

う
い
う
こ
と
か
？
▼
他
者
と
の
対
話
で
意
外
と

出
く
わ
す
の
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
懐

か
し
い
言
葉
だ
。
自
分
と
区
別
す
る
た
め
に
使

う
の
だ
ろ
う
が
差
別
的
に
も
響
く
。
こ
れ
を
浴

び
る
と
グ
ラ
ッ
と
き
か
ね
な
い
。「
気
が
つ
い
て

い
る
け
ど
…
」
躊
躇
の
壁
を
突
破
で
き
な
い
方

々
が
使
い
た
が
る
が
、
こ
こ
が
踏
ん
張
り
時
だ

▼
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
（b

re
a

k
th

ro
u

g
h

=

突
破

と
躍
進
）
は
大
義
と
の
矛
盾
に
よ
っ
て
起
こ
り

う
る
。
参
院
選
を
希
望
の
節
目
と
す
る
の
は
国

民
の
責
務
だ
ろ
う
。
既
に
死
に
体
の
「
も
ん
じ

ゅ
」
に
三
行
半
を
突
き
つ
け
る
の
み
な
ら
ず
、

従
来
の
常
識
が
非
常
識
と
な
り
、
弁
証
法
的
発

展
に
よ
る
明
る
い
未
来
。
こ
れ
は
こ
の
上
な
く

痛
快
だ
。
天
災
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
（
中
） 
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は
十
分
予
測
で
き
る
。
複
数
区
や
比
例
区
は

そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
頑
張
れ
ば
よ
い
。
全
国

で
三
二
あ
る
「
一
人
区
」
で
野
党
共
闘
が
勝

利
す
れ
ば
、
戦
争
法
の
発
動
を
阻
止
し
、
廃

止
を
展
望
で
き
る
。 

 

民
主
党
政
権
に
失
望
し
た
人
は
多
い
。
し

か
し
、
福
島
原
発
事
故
へ
の
対
応
や
辺
野
古

新
基
地
問
題
は
こ
れ
ま
で
何
十
年
も
政
権

を
担
っ
て
き
た
自
民
党
が
積
み
残
し
た
問

題
で
、
自
民
党
の
不
始
末
、
後
始
末
を
不
慣

れ
な
民
主
党
政
権
が
右
往
左
往
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
許
し
て
は
ど
う
か
（
笑
）
。

絶
対
に
安
倍
政
権
よ
り
は
ま
し
で
す
よ
。 

 

共
産
党
と
連
携
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
恐

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
私
は
志
位
和

夫
委
員
長
と
も
懇
談
し
た
が
、
決
し
て
「
恐

い
」
こ
と
は
な
い
（
笑
）
。
全
部
誠
実
に
答

え
て
く
れ
た
。 

戦
争
法
廃
止
の
「
国
民
連
合
政
府
」
で
一

致
す
る
野
党
が
国
政
選
挙
で
選
挙
協
力
し

よ
う
、
と
呼
び
か
け
た
共
産
党
と
他
の
野
党

が
こ
の
機
会
に
共
闘
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。 

（
文
責 

非
核
い
し
か
わ
編
集
部
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

◎
本
稿
は
一
二
月
三
日
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー

ル
で
の
小
林
節
氏
の
講
演
要
旨
の
一
部
（
後

半
の
戦
争
法
廃
止
の
展
望
）
で
す
。
主
催
は

九
条
の
会
・
石
川
ネ
ッ
ト
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
石
川
の
会
な
ど
「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
改

悪
阻
止
！
」
を
呼
び
か
け
る
八
団
体
。 

 

サ
ウ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
in
金
沢 

私
た
ち
の
未
来
は
、 

私
た
ち
自
身
が
決
め
る 

弁
護
士 

新
谷
愛
子 

 

 

 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
兼
六
園
の

傍
で
弁
護
士
デ
ビ
ュ
ー
し
て
も
う
す
ぐ
二

年
に
な
り
ま
す
。
今
日
の
晴
れ
た
日
に
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
に
参
加
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。 

司
法
試
験
で
は
憲
法
は
必
須
科
目
で
私

た
ち
は
憲
法
に
よ
る
立
憲
主
義
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
立
憲
主
義
と
は
何
か
、
国
や
国

家
権
力
は
憲
法
を
破
っ
て
は
い
け
な
い
、
憲

法
に
基
づ
い
て
国
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
立
憲
主
義
で
す
。 

九
月
に
安
保
法
制
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
全
国
各
地
で
た
く
さ
ん
の
抗
議
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い
る
金
沢

弁
護
士
会
で
も
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
の
み
な
さ

ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
何
度
も
街
頭
宣
伝

等
の
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
し
た
。 

安
保
法
制
は
憲
法
九
条
に
反
す
る
、
立
憲

主
義
違
反
の
と
ん
で
も
な
い
法
律
で
す
。
内

容
も
そ
う
で
す
が
、
憲
法
改
正
す
る
こ
と
な

く
憲
法
違
反
の
法
律
を
強
行
に
採
決
し
て

し
ま
っ
た
自
民
党
の
態
度
は
絶
対
に
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

安
保
法
制
は
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
私
た
ち
の
希
望
が
失
わ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
サ
ウ
ン
ド

デ
モ
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
も
来

て
く
れ
て
い
ま
す
。
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。 

フ
ラ
ン
ス
の
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
一
週

間
経
ち
ま
し
た
。
テ
ロ
の
後
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
呼
び
か
け
で
フ
ラ
ン
ス
の
国
旗
を

掲
げ
て
フ
ラ
ン
ス
を
応
援
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
す
ご
く
高
ま
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

政
府
は
IS
へ
の
攻
撃
を
強
め
て
、
戦
争
状

態
に
な
っ
た
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
で
起
っ
て
い
る
こ
と
は
安
保
法
制
後
の

日
本
が
予
定
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
起
っ
て
い
る
こ
と
は

こ
の
日
本
や
金
沢
で
起
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
友
人
た
ち
も
テ
ロ

や
戦
争
の
動
き
を
知
り
、
少
し
ず
つ
政
治
の

こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す
。 

デ
モ
に
参
加
す
る
に
は
勇
気
が
い
り
ま

す
が
、
い
ま
国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
大
丈
夫

か
な
、
日
本
は
？
」「
戦
争
っ
て
大
丈
夫
？
」

と
少
し
ず
つ
気
づ
き
始
め
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
隣
の
人
と
安
保
法
制
や
日
本

の
未
来
に
つ
い
て
会
話
し
ま
し
ょ
う
。
あ
き

ら
め
ず
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

違
う
意
見
が
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で

す
。
反
対
派
、
賛
成
派
、
ど
ち
ら
の
意
見
も

委
縮
す
る
こ
と
な
く
自
由
に
言
い
合
っ
て
、

良
い
方
向
に
行
け
る
よ
う
、
日
本
が
戦
争
の

な
い
平
和
主
義
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
み

ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

◎
本
稿
は
一
一
月
二
二
日
、
い
し
か
わ
四
高

記
念
公
園
で
開
か
れ
た
安
保
法
制
に
反
対

す
る
サ
ウ
ン
ド
・
パ
レ
ー
ド
集
会
で
の
新
谷

愛
子
弁
護
士
の
ス
ピ
ー
チ
で
す
。 

 

 

  

香林坊・片町界隈にてアピール行進 
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日
本
共
産
党
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ
り 

戦
争
法
廃
止
に
つ
い
て
意
見
交
換 

非
核
石
川
の
会
常
任
世
話
人
会 

 

 

一
一
月
一
七
日
㈫
夜
、
城
北
歯
科
三
階
会

議
室
に
て
、
日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
「
『
戦

争
法
（
安
全
法
制
）
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
』

の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
す
」
の
件
で
日
本
共

産
党
石
川
県
委
員
会
か
ら
申
し
入
れ
が
あ

り
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
石
川
県
委
員
会

か
ら
秋
元
邦
宏
委
員
長
と
尾
西
洋
子
常
任

委
員
、
非
核
石
川
の
会
か
ら
は
井
上
英
夫
、

五
十
嵐
正
博
両
代
表
世
話
人
と
常
任
世
話

人
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

最
初
に
秋
元
県
委
員
長
か
ら
「
よ
び
か
け
」

の
趣
旨
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
が
さ
れ
、
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
個
々
に
は
、「
『
国
民
・
・
』

で
は
な
く
『
市
民
・
・
』
で
は
な
い
か
」
と

か
、
「
他
団
体
と
の
懇
談
の
様
子
は
」
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て

は
提
案
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
後
の
動
き
に

期
待
す
る
と
の
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
委
員
会
が
緊
急
に
呼
び
か

け
た
二
〇
〇
〇
万
目
標
の
「
戦
争
法
の
廃
止

を
求
め
る
統
一
署
名
」
に
つ
い
て
、
そ
の
運

動
の
一
角
を
担
っ
て
取
扱
い
団
体
と
し
て

広
く
呼
び
か
け
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。 

  

医
療
者
の
責
務
を
実
感
し
た 

世
界
核
被
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム 江

守
道
子 

 

  

広
島
・
長
崎
被
爆
七
〇
周
年
を
記
念
し
た

世
界
核
被
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ヒ
ロ
シ
マ
か

ら
世
界
へ
届
け
よ
う
核
被
害
者
の
声
を
！

核
の
な
い
未
来
を
！
」
と
題
し
た
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
日
の
基
調
講
演
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
＆
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
共

同
代
表
で
、
か
つ
て
金
沢
で
も
講
演
さ
れ
た

テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
博
士
に
よ
る
「
Ｗ
E
Ｃ

Ａ
Ｎ
：
健
全
な
持
続
可
能
な
未
来
は
核
な
し

で
初
め
て
可
能
だ
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

特
に
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
〝
核
兵
器

が
世
界
中
の
健
康
・
福
祉
へ
の
最
大
、
か
つ

直
接
の
脅
威
。
九
月
二
五
日
現
在
、
核
廃
絶

 

の
人
道
的
宣
言
に
一
一
七
カ
国
の
政
府
が

署
名
し
て
い
る
。
世
界
中
に
存
在
す
る
一
五

七
〇
〇
発
の
核
兵
器
を
禁
止
、
廃
絶
す
る
に

は
、
核
兵
器
禁
止
の
た
め
の
交
渉
を
行
う
こ

と
が
急
務
で
あ
り
、
全
て
の
国
が
妨
害
な
く

参
加
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
、
こ
の

核
兵
器
廃
絶
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
は
、
も

は
や
不
可
能
で
あ
り
核
保
有
国
の
参
加
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

る
〟
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。 

 

二
日
目
の
基
調
講
演
も
金
沢
で
講
演
さ

れ
た
元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教 

小
出
裕
章
先
生
の
「
あ
ら
ゆ
る
核
利
用
は
、

言
わ
れ
な
き
犠
牲
を
し
わ
寄
せ
す
る
」
で
し

た
。 核

兵
器
は
、
戦
闘
員
、
非
戦
闘
員
を
無
差

別
に
殺
傷
す
る
兵
器
で
あ
り
、
ご
く
短
時
間

に
死
に
追
い
や
ら
れ
、
被
爆
者
と
な
る
恐
ろ

し
い
兵
器
。
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
言

わ
れ
て
久
し
い
が
、
実
は
被
ば
く
は
世
界
中

で
発
生
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
原
爆
の
原
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
は
、

先
住
民
と
し
て
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
住
む

ウ
ラ
ン
鉱
山
か
ら
採
掘
。
彼
ら
は
、
労
働
者

と
し
て
、
周
辺
住
民
と
し
て
被
曝
。
原
爆
材

料
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
再
処
理

工
場
で
も
放
射
能
汚
染
で
多
数
の
人
が
被

曝
。
核
実
験
場
で
は
多
数
の
兵
士
、
そ
の
風

下
の
地
域
住
民
の
被
曝
。
ま
た
、
核
の
平
和

利
用
と
言
い
つ
つ
世
界
に
広
が
る
原
子
力

発
電
所
で
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
そ
し
て
福
島
の
原
発
事
故
と
上
げ

れ
ば
キ
リ
が
な
い
。
今
な
お
福
島
で
は
、
事

故
の
収
束
の
目
安
や
方
法
も
な
い
。
多
く
の

住
民
や
原
発
労
働
者
は
被
曝
し
続
け
て
い

る
。
・
・
・
暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
間
、
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
や
、
核

実
験
、
ウ
ラ
ン
採
掘
現
場
な
ど
の
被
害
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
報
告
を
行
な
い
、
「
核
実

験
」
被
害
の
討
論
で
は
、
米
国
の
核
実
験
が

繰
り
返
さ
れ
た
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

や
、
英
国
の
核
実
験
場
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
被
害
者
が
現
状
を
報
告
。
中

で
も
、
米
国
ユ
タ
州
の
作
家
メ
ア
リ
ー
・
デ

ィ
ク
ソ
ン
さ
ん
（
六
〇
歳
）
は
、
隣
接
す
る

ネ
バ
ダ
州
で
の
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
降

下
物
が
米
国
内
で
広
が
っ
た
状
況
を
説
明
。

自
身
も
甲
状
腺
が
ん
を
患
い
「
悲
劇
を
知
る

私
た
ち
が
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
」

と
訴
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

私
た
ち
医
師
、
歯
科
医
師
は
科
学
者
と
し

て
、
ま
た
診
療
者
と
し
て
〝
核
や
放
射
能
〟

の
非
人
道
性
や
悲
惨
さ
を
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
知
ら
せ
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
実

感
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。 

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
副

代
表
世
話
人) 

 

11 月 21 日～23 日、広島国際会議場で開かれた

世界核被害フォーラムにて、真ん中が筆者 
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白
山
市
立
光
野
中
学
校
、
鳥
越
小
学
校
に

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
寄
贈 

小
野
栄
子 

  

今
年
、
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
た
白
山

市
へ
の
寄
贈
を
計
画
し
、
白
山
市
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
小
学
校
一
九
校
、
中
学
校
九
校

へ
の
寄
贈
希
望
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
所
蔵
し

て
い
な
か
っ
た
学
校
は
三
校
、
そ
の
う
ち
、

光
野
中
学
校
と
鳥
越
小
学
校
の
二
校
か
ら

寄
贈
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
一
一
月
五
日
に
各

学
校
に
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。 

光
野
中
学
校
で
は
、
以
前
所
蔵
し
て
い
た

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
は
多
く
の
生
徒
に
愛
読

さ
れ
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

廃
棄
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回
、
寄 

 

贈
を
希
望
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
近
年
の
状
況

と
し
て
は
、
「
広
島
へ
の
修
学
旅
行
」
は
費

用
の
面
で
難
し
く
、
取
り
や
め
と
な
っ
た
こ

と
、
石
川
県
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
「
八
月

六
日
の
全
校
登
校
日
」
は
、
毎
年
、
北
信
越

大
会
が
重
な
っ
て
し
ま
う
た
め
実
施
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

自
主
・
自
立
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
「
自

問
清
掃
」
を
実
践
し
て
い
る
光
野
中
学
校
。

今
年
の
全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
で
初
優
勝
し
、
生
徒
さ
ん
の
活
躍

も
眩
し
い
限
り
。
こ
の
機
会
に
、
『
は
だ
し

の
ゲ
ン
』
を
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
読
ん
で
い

た
だ
き
、
教
育
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
吉
川
滋
校
長
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

次
に
訪
問
し
た
の
は
、
正
面
に
は
鳥
越
城

址
、
校
庭
か
ら
は
白
山
を
の
ぞ
む
鳥
越
小
学

校
で
す
。
こ
の
豊
か
な
環
境
で
、
先
生
と
生

徒
さ
ん
が
の
び
の
び
と
生
活
し
て
い
る
の

が
印
象
的
で
し
た
。
校
舎
に
入
っ
て
早
々

「
神
田
さ
～
ん
！
」
と
、
同
行
し
た
神
田
順

一
さ
ん
（
非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会

事
務
局
長
、
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師

の
会
事
務
局
）
を
呼
ぶ
の
は
、
今
年
で
結
成

二
〇
周
年
を
迎
え
た
「
で
え
げ
っ
さ
あ
」
の

川
崎
正
美
先
生
。
松
田
真
由
美
校
長
、
司
書

の
吉
田
晴
子
先
生
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
和

や
か
に
懇
談
が
進
み
ま
し
た
。 

司
書
の
吉
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
が
伝
わ
り
や
す
い
と
思

わ
れ
る
写
真
集
等
は
、
小
学
生
に
と
っ
て
は

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
ず
、
ふ

ざ
け
て
見
て
し
ま
う
子
も
多
い
そ
う
で
す
。

一
方
、
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
ふ
ざ
け
て
読

む
子
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

『
ゲ
ン
』
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
辛
い

思
い
を
し
な
が
ら
も
仲
間
と
助
け
合
っ
て

生
き
て
い
く
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
は
惹
か
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。 

 

な
お
、
鳥
越
中
学
校
で
は
、
広
島
へ
の
修

学
旅
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
事
前
学
習
で
は

必
ず
被
爆
証
言
を
聞
く
時
間
を
設
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
平
和
記
念
公
園
の
な

か
に
は
鳥
越
中
学
校
が
寄
贈
し
た
ベ
ン
チ

も
あ
る
と
の
こ
と
。
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
そ

の
ベ
ン
チ
が
見
学
者
や
市
民
に
愛
用
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
の
も
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
事

務
局
） 

 

 

非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

  
 

「被
爆
体
験
」の
継
承
と
は 池

田
治
夫  

一
〇
月
、
東
海
地
方
の
あ
る
温
泉
地
に
愛

知
、
静
岡
、
三
重
、
福
井
・
石
川
の
五
県
か

ら
八
名
の
被
爆
２
世
が
集
ま
っ
て
意
見
交

換
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
親
の
被
爆
状
況
と
戦
後
の
歩
み
、
そ
し
て

被
爆
者
の
子
と
し
て
思
い
を
出
し
合
っ
た
。 

「
被
爆
の
継
承
と
言
う
が
実
体
験
が
な

い
の
で
何
も
語
れ
な
い
」
と
い
う
戸
惑
い
か

ら
話
は
始
ま
っ
た
。 

私
も
自
分
の
体
験
を
「
父
は
軍
人
で
投
下

直
後
の
広
島
に
救
援
に
入
り
被
爆
し
た
が
、

私
が
二
歳
の
時
に
死
ん
だ
。
軍
令
入
市
と
云

う
事
実
以
外
は
何
も
話
さ
な
か
っ
た
。
被
爆

者
運
動
に
関
わ
る
中
で
被
爆
症
認
定
申
請

の
聞
き
取
り
に
同
行
し
て
同
じ
よ
う
に
軍

人
と
し
て
死
体
処
理
を
し
た
壮
絶
な
体
験

を
聞
い
た
。
話
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
気
付
い

た
」
と
話
し
た
。 

あ
る
方
は
「
父
は
最
近
九
〇
歳
を
過
ぎ
て

話
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
で
も
被
爆
手
帳

を
と
ら
な
い
と
言
う
。
長
崎
の
原
爆
資
料
館

の
地
下
に
大
き
な
書
庫
が
あ
る
が
、
同
年
代

の
方
の
体
験
記
を
読
ん
で
父
の
行
動
と
想

い
を
実
感
し
た
」
。
あ
る
方
は
「
被
爆
２
世

の
検
診
時
に
、
診
察
室
に
入
っ
た
と
こ
ろ
医

光野中学校・吉川滋校長に寄贈する

白崎良明反核医師の会代表(右) 

鳥越小学校・松田真由美校長への

寄贈で県下 65 校目となる 
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師
か
ら
『
被
爆
者
じ
ゃ
な
い
の
か
。
２
世
検

診
な
ん
て
過
剰
診
療
だ
』
と
言
わ
れ
て
カ
チ

ン
と
来
た
。
そ
れ
か
ら
被
爆
２
世
っ
て
何
な

の
か
？
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
あ
る

方
は
「
広
島
で
初
め
て
燈
籠
流
し
を
し
た
。

死
ん
だ
父
と
自
分
の
名
前
を
書
き
込
ん
だ

時
、
ど
ん
な
想
い
だ
っ
た
の
か
と
涙
が
こ
み

上
げ
て
き
た
」
等
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

出
し
合
い
、
被
爆
者
の
子
＝
被
爆
２
世
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

親
か
ら
聞
い
た
体
験
は
ベ
ー
ス
だ
が
、
も

っ
と
多
く
の
被
爆
者
の
話
を
聞
い
た
り
読

ん
だ
り
し
て
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
、
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
地
に
立
っ
て
街

を
歩
い
た
り
建
物
に
入
っ
た
り
し
て
親
の

体
験
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
機
会
が
あ
っ

て
一
体
感
が
増
す
の
で
な
い
か
、
人
の
前
で

報
告
し
た
り
書
い
た
り
と
い
う
営
み
が
あ

っ
て
被
爆
２
世
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

被
爆
七
〇
周
年
の
今
年
は
慰
霊
事
業
が

各
地
で
取
り
組
ま
れ
た
が
、
八
〇
周
年
は
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
役
員
の

な
り
手
が
な
く
県
組
織
が
解
散
し
た
り
、
事

実
上
動
か
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
多
い
。
熱
心
な
役
員
さ
ん
で
も
、
自
分

の
子
に
は
言
え
な
い
と
こ
ぼ
す
。
「
被
爆
体

験
と
運
動
の
継
承
は
喫
緊
の
課
題
」
と
被
団

協
の
方
針
に
は
謳
っ
て
い
る
が
、
全
国
で
２

世
の
会
は
や
っ
と
一
二
組
織
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
こ
れ
が
実
情
で
あ
る
。 

一
〇
月
二
〇
日
、
被
団
協
２
世
委
員
会
で

は
、
こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
や

っ
と
横
の
交
流
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
前
進
面
と
評
価
し
、
実
態
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案
し
た
。
調
査
の
目
的
と

し
て
、
声
を
あ
げ
る
２
世
を
一
人
で
も
多
く

探
し
出
す
の
に
役
立
て
る
こ
と
、
調
査
方
法

と
し
て
は
各
県
の
実
情
に
応
じ
て
取
り
組

ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
が
、
親
か
ら
子
に
手

渡
す
こ
と
自
体
に
意
義
あ
る
こ
と
な
の
だ

か
ら
と
追
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
運
動
の

継
承
の
難
し
さ
を
思
う
。 

 

平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
促
進
に
よ
る 

「
非
核
平
和
の
自
治
体
づ
く
り
」 

神
田
順
一  

 

 

広
島
市
と
長
崎
市
が
中
心
と
な
り
一
九

八
二
年
に
設
立
し
た
平
和
首
長
会
議
（
会

長
：
広
島
市
長 

事
務
局
：
公
益
財
団
法
人

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
は
二
〇
一
五

年
一
二
月
一
日
現
在
、
一
六
一
ヵ
国
・
地
域

の
六
九
四
〇
都
市
が
加
盟
し
て
お
り
、
国
内

の
加
盟
都
市
は
全
市
区
町
村
の
九
二
・
三
％

に
当
た
る
一
六
〇
七
ヵ
所
に
達
し
て
い
ま

す
。 平

和
首
長
会
議
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
行
動
指
針
「
二
〇
二

〇
ビ
ジ
ョ
ン
（
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
緊
急

行
動
）」
を
策
定
し
、
世
界
の
都
市
、
市
民
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
特
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
、
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
の
交
渉
開
始
等
を
求
め
る
署
名

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
三
年
八
月
広
島
市
で
開
か
れ
た

第
八
回
平
和
首
長
会
議
総
会
で
策
定
さ
れ

た
『
行
動
計
画
（
二
〇
一
三
年
―
二
〇
一
七

年
）
』
で
は
、
平
和
首
長
会
議
が
果
た
す
役

割
は
、
「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
各
国
政
府

に
具
体
的
な
対
応
を
促
す
市
民
の
声
を
さ

ら
に
大
き
く
し
、
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
世
論

を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

加
盟
都
市
の
さ
ら
な
る
拡
大
と
都
市
・
地

域
・
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
主
体

的
・
自
主
的
な
活
動
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
（
以
下
、

非
核
石
川
の
会
）
で
は
、
県
内
自
治
体
で
の

非
核
平
和
施
策
の
拡
充
を
求
め
て
二
〇
一

二
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
も
と
づ
き
、
特
色
あ
る
平
和

事
業
を
取
材
し
て
、
会
報
「
非
核
・
い
し
か

わ
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
非
核
石
川
の
会
の
取
り
組

み
と
、
平
和
首
長
会
議
事
務
局
か
ら
の
働
き

か
け
が
相
ま
っ
て
、
県
内
の
加
盟
自
治
体
は

二
〇
一
一
年
ま
で
は
五
ヵ
所
だ
け
だ
っ
た

が
、
二
〇
一
二
年
以
降
新
た
に
九
自
治
体
が

加
盟
し
、
加
盟
率
は
七
八
・
九
％
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
被
爆
七
〇
年
の
今
年
は
、
白
山

市
、
羽
咋
市
、
宝
達
志
水
町
、
能
登
町
、
輪

島
市
と
一
挙
に
五
ヵ
所
増
え
ま
し
た
。
核
兵

器
廃
絶
と
平
和
を
願
う
自
治
体
が
着
実
に

増
え
て
い
る
こ
と
に
未
来
へ
の
希
望
が
あ

り
ま
す
。 

非
核
石
川
の
会
の
先
達
た
ち
が
県
下
全

て
の
地
方
議
会
に
働
き
か
け
て
、
全
自
治
体

で
「
非
核
・
平
和
自
治
体
宣
言
」
を
達
成
し

た
経
験
に
学
び
、
全
自
治
体
の
平
和
首
長
会

議
へ
の
加
盟
促
進
に
よ
る
主
体
的
・
自
主
的

な
「
非
核
平
和
の
自
治
体
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。 

 

「
元
号
」
と
私 

中
村
昭
一 

 
 

中
学
生
の
頃
、
歴
史
の
勉
強
を
し
て
い
て

気
に
な
り
始
め
た
の
が
「
元
号
」
で
あ
る
。

前
後
関
係
や
国
際
関
係
を
理
解
す
る
の
に

不
便
。
何
故
こ
れ
を
使
う
の
か
調
べ
た
く
な

っ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
。 

以
来
、
私
な
り
に
考
え
、
①
歴
史
的
連
続

性
が
な
い
、
②
国
際
性
が
な
い
、
③
君
主
制

の
残
滓
、
と
い
う
こ
と
で
自
分
と
し
て
は
基

本
的
に
使
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。
大
学
生
だ

っ
た
。 
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し
か
し
社
会
生
活
に
お
い
て
は
厄
介
な

こ
と
に
半
ば
強
制
さ
れ
る
。
そ
の
度
に
さ
さ

や
か
な
抵
抗
を
試
み
る
の
だ
が
、
如
何
せ
ん

多
勢
に
無
勢
。
い
つ
も
仕
方
な
く
矛
を
納
め

る
の
だ
が
、
そ
れ
が
不
愉
快
だ
っ
た
。
今
は

退
職
し
て
職
場
で
強
要
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
な
り
、
〝
内
心
の
自
由
〟
を
少
し
は
得
た
。 

先
日
、
辰
巳
ダ
ム
裁
判
を
傍
聴
し
た
が
、

判
決
冒
頭
に
も
ご
登
場
だ
。
そ
の
段
階
で
気

が
滅
入
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
人
の
心
に
枠

を
は
め
、
判
決
内
容
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

少
な
く
と
も
全
く
無
関
係
と
言
い
切
れ
ま

い
。
全
て
の
訴
訟
に
は
日
付
が
い
る
が
、
そ

れ
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。 

思
い
出
さ
れ
る
の
は
八
九
年
一
月
の
改

元
だ
。
私
は
文
集
作
成
を
担
当
し
て
い
た
が
、

折
か
ら
の
「
平
成
」
大
ブ
ー
ム
に
抵
抗
し
て

大
変
な
思
い
を
し
た
。
苦
肉
の
策
と
し
て
、

「
～
一
年
目
」
等
の
奇
妙
な
表
現
を
使
用
し

た
。
具
体
的
に
何
と
書
い
た
か
思
い
出
せ
な

い
の
が
悔
し
い
。
そ
れ
か
ら
は
新
聞
各
紙
の

日
付
の
記
載
も
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で

編
集
姿
勢
が
浮
き
上
が
る
。
今
は
殆
ど
統
一

さ
れ
た
が
、
当
時
の
地
元
有
力
紙
は
そ
れ
だ

け
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
呆
れ
た
。 

も
う
一
つ
は
二
〇
〇
〇
年
問
題
だ
。
こ
れ

は
ほ
ぼ
杞
憂
に
終
わ
っ
た
が
、
逆
に
紀
年
法

を
考
え
、
そ
れ
を
実
生
活
に
活
か
す
機
会
だ

と
思
っ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
「
元
号
？
？
」
か
ら
私
は

色
々
な
も
の
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

た
。
当
然
「
日
の
丸
」「
君
が
代
」「
侵
略
戦

争
」「
戦
争
責
任
」
に
も
関
心
が
広
が
っ
た
。

今
で
は
日
本
的
曖
昧
さ
の
根
本
の
一
つ
は

天
皇
制
だ
と
思
っ
て
い
る
。
不
合
理
で
反
知

性
的
な
も
の
は
い
ず
れ
克
服
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。 

今
で
は
「
元
号
」
は
、
私
の
社
会
的
意
識

を
目
覚
め
さ
せ
主
権
者
意
識
を
高
め
さ
せ

て
く
れ
た
の
だ
、
と
思
う
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

『
会
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
』 

二
巡
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 

          

非
核
・
い
し
か
わ
編
集
部 

 

記
録
に
よ
る
と
、
非
核
石
川
の
会
事
務
局

長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
故
・
森
昭
さ
ん
の
お

勧
め
も
あ
っ
て
、
会
報
『
非
核
・
い
し
か
わ
』

が
新
た
に
集
団
的
な
編
集
体
制
と
な
っ
た

の
は
、
二
〇
一
一
年
で
し
た
。
こ
の
編
集
委

は
四
名
体
制
（
現
在
は
五
名
）
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
毎
月
開
催
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

編
集
会
議
は
、
効
率
よ
く
打
ち
合
わ
せ
が
す

す
み
、
と
て
も
楽
し
い
会
話
で
満
ち
て
い
ま

す
。 会

報
の
紙
面
は
年
間
主
要
企
画
、
時
局
に

沿
っ
た
特
集
、
会
員
エ
ッ
セ
ー
、
文
芸
欄
、

そ
の
他
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
運
動
の
企
画

に
連
動
し
、
非
核
の
世
論
前
進
に
向
け
多
彩

な
紙
面
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
編
集
部
を
強
化
し
、
県
下
を
駆
け
巡
る
、

よ
り
一
層
活
力
に
満
ち
た
『
非
核
・
い
し
か

わ
』
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

会
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
は
皆
様
の
ご
厚

意
で
第
一
六
三
号
よ
り
好
評
・
連
載
さ
れ
、

こ
の
た
び
、
『
会
員
エ
ッ
セ
ー
集
』
と
し
て

第
一
巻
の
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。
非
核
・
平

和
運
動
の
一
助
と
し
て
生
か
さ
れ
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

＊ 
 
 
 
 

＊ 

今
、
戦
後
七
〇
年
を
経
て
、
政
治
・
経
済
・

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
で
国
民
生
活
の
危

機
は
進
行
し
、
誰
し
も
こ
の
こ
と
に
無
関
心

で
い
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。 

最
新
号
の
『
非
核
い
し
か
わ
』
第
二
〇
八

号
に
既
報
の
『
日
本
平
和
大
会
ｉ
ｎ
富
士
山
』

記
事
の
中
で
岡
山
県
原
水
協
事
務
局
長
・
平

井
昭
夫
氏
は
、
「
い
ま
国
連
で
は
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
世
論
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、

核
保
有
国
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
核
兵
器
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実
現
を
さ
ま

た
げ
て
い
る
の
は
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本

政
府
が
旗
振
り
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、
不
破
哲
三
氏
（
日
本
共
産
党
前
議

長
）
の
「
昔
の
自
民
党
に
は
幅
が
あ
っ
た
」

と
の
会
見
の
報
道
（
産
経
新
聞
一
一
月
二
五

日
）
で
、
「
…
自
民
党
は
六
〇
年
前
に
誕
生

し
た
。
長
い
変
遷
を
経
て
い
る
が
、
全
体
と

し
て
世
界
の
資
本
主
義
国
の
中
で
も
異
常

な
特
質
を
持
っ
た
ま
ま
生
ま
れ
た
極
め
て

例
外
的
な
政
党
だ
。
そ
の
例
外
は
三
つ
あ
る

と
し
て
、
一
つ
は
財
界
と
の
関
係
。
財
界
直

結
が
極
め
て
異
常
。
第
二
の
異
常
は
、
ア
メ

リ
カ
と
の
関
係
が
完
全
な
従
属
関
係
に
あ

る
。
三
番
目
の
異
常
は
、
日
本
が
加
わ
っ
た

侵
略
戦
争
に
最
初
か
ら
根
本
的
な
反
省
を

し
な
い
ま
ま
推
移
し
て
い
る
政
党
だ
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
公
政
権
は
、
先
の
国
会
で
安
保
法
制
を

強
行
し
、
臨
時
国
会
を
開
か
な
い
ま
ま
戦
争

法
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
異
常
は
非

核
・
平
和
に
も
逆
行
し
、
到
底
許
容
で
き
る

も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
非
核
・
平
和
を
現
実
の
も
の

と
す
る
た
め
に
『
非
核
五
項
目
』
を
は
じ
め
、

原
発
の
再
稼
働
停
止
・
即
廃
炉
を
含
む
非
核

の
願
い
実
現
に
む
け
て
、
各
界
・
各
層
の
皆

様
と
連
帯
し
、
運
動
を
前
進
さ
せ
て
ゆ
き
ま

す
。 非

核
・
い
し
か
わ
の
『
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
』

二
巡
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
新
た
な
課

題
を
語
り
合
う
非
核
・
平
和
の
広
場
と
し
て

み
な
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
経
験
を
お

寄
せ
頂
き
、
会
報
が
一
層
発
展
・
充
実
し
て

ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

戦
後
70
年
目
の
今 

山
口
修
治 

 

 

イ
ン
ド 

ア
ッ
サ
ム
州
３
６
３
６
高
地 

そ
こ
は 

１
９
４
４
年
５
月
２
４
日 

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で 

父
の
兄
が
戦
死
し
た
場
所 

 

父
は
貧
農
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ 

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て 

神
戸
で
鋼
管
口
絞
工
と
し
て
働
き 

徴
兵
さ
れ
た
が
戦
地
に
行
く
前
に
終
戦 

そ
し
て 

兄
の
か
わ
り
に
家
の
跡
取
り
と
な
っ
た 

 

母
は 

７
人
兄
弟
姉
妹
の
第
一
子
と
し
て
生
ま
れ 

尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て 

家
業
の
機
織
り
を
し
て 

兵
器
増
産
で
織
り
機
が
国
に
没
収
さ
れ 

廃
業
と
な
り 

村
の
友
だ
ち
と 

兵
庫
の
塚
口
の
軍
需
工
場
で
働
い
た 

祖
母
が
面
会
に
行
き 

寄
宿
舎
の
ひ
ど
さ
に
お
ど
ろ
き 

む
り
や
り
母
を
連
れ
帰
り 

そ
の
後
に
塚
口
が
空
襲
に
あ
い 

友
だ
ち
は
亡
く
な
り 

そ
し
て
終
戦 

 

時
代
と
歴
史
に 

ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
隣
村
の
二
人
が 

そ
の
後 

縁
あ
っ
て
結
婚
し 

戦
後
六
年
目
に
次
男
と
し
て 

僕
は
生
ま
れ
た 

 

幼
い
頃 

父
の
母
が 

 

戦
争
が
終
わ
っ
て
三
年
ほ
ど
は 

坂
を
歩
い
て
く
る
え
け
あ
ん
ち
ゃ
ん 

を
何
回
も
見
た 

目
を
こ
す
る
と
い
つ
も
消
え
て
い
た 

と ふ
と
し
た
時
に
何
回
も
つ
ぶ
や
き 

小
さ
な
僕
の
胸
も
チ
ク
チ
ク
し
た 

 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は 

日
本
の
侵
略
戦
争
で 

２
０
０
０
万
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
と 

３
１
０
万
の
日
本
人
が
犠
牲
に
な
っ
た 

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は 

七
転
八
倒
の
青
春
時
代
を
過
ご
し 

夜
間
の
大
学
に 

通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た 

そ
れ
ま
で
は 

憲
法
は
た
だ
の
お
題
目
で 

交
通
法
規
の
方
が
厳
し
い
と
思
っ
て
い
た 

先
生
た
ち
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
が 

中
学
校
や
高
校
で
も 

誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た 

 

祖
母
の
よ
う
な
人
が
そ
ん
な
に
い
た
と
は 

そ
れ
も 

日
本
が
加
害
国
だ
っ
た
と
は 

そ
し
て 

７
３
１
部
隊
が
捕
虜
を
人
体
実
験
に
し 

慰
安
婦 

耳
慣
れ
な
い
言
葉
と
耳
ふ
さ
ぐ
行
為 

日
の
丸
の
シ
ミ
だ
と
隔
離
さ
れ
た 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者 

な
ん
と
い
う
こ
と
か 

 

父
母
や
父
の
兄 

船
乗
り
に
な
っ
て 

兵
隊
を
戦
地
に
運
ん
だ
父
の
弟 

看
護
婦
に
な
っ
て 

残
留
兵
を
迎
え
に
行
っ
た
父
の
妹 

我
が
家
の
戦
争
体
験
を 

驚
愕
の
思
い
で
聞
き 

そ
し
て 

命
を
か
け 

反
戦
を
貫
い
た
人
々
が
い
た
こ
と
も
知
り 

よ
う
や
く
僕
に
も
わ
か
っ
た 

戦
後
70
年
目
の
今 

年
明
け
か
ら
４
月
26
日
ま
で 

街
頭
で 

訪
問
し
て 

電
話
し
て 

戦
争
反
対 

平
和
憲
法
を
守
ろ
う 

暮
ら
し
と
福
祉
を
守
ろ
う 

介
護
で
泣
く
人
を
無
く
そ
う 

そ
ん
な
政
治
を
実
現
し
ま
し
ょ
う 

と 仲
間
と
共
に
多
く
の
人
に
訴
え
た 

そ
し
て 

組
曲
『
悪
魔
の
飽
食
』
を
歌
い 

金
沢
駅
前
の
金
曜
日
行
動『
ど
い
ね
原
発
』 

６
月
15
日
の
平
和
行
進
に
参
加
し 

職
場
で
は
９
と
25
の
日
に 

朝
の
サ
イ
レ
ン
ト
宣
伝 

地
域
の
人
と
毎
週
水
曜
日
の 

朝
の
街
頭
宣
伝 

 

戦
争
法
案
反
対 

と 

率
直
に
訴
え 

そ
し
て
今 

こ
の
言
葉
を
紡
い
で
い
る 

 

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
一
二
月
三
日
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で

『
憲
法
の
危
機
』
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
小

林
節
氏
（
慶
応
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
そ
の

翌
日
、
清
瀬
市
け
や
き
ホ
ー
ル
で
の
講
演
で

「
老
体
に
鞭
打
っ
て
、
現
在
、
全
国
を
二
巡

目
で
回
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
日
本
の
立

憲
主
義
と
平
和
憲
法
を
守
る
た
め
、
一
人
区

で
野
党
連
合
の
圧
勝
め
ざ
し
て
「
参
院
選
ま

で
に
三
巡
す
る
つ
も
り
で
す
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
（
日
仏
共
同
テ
レ
ビ
局
フ
ラ

ン
ス
／m

.y
o
u

tu
b

e
.co

m

） 

私
た
ち
も
、
未
来
を
ひ
ら
く
み
ん
な
の
政

府
を
め
ざ
し
て
、
創
意
を
発
揮
し
て
こ
の
歴
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史
的
な
大
運
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
度
発
行
さ
れ
た
非
核
・
い
し
か
わ

『
会
員
エ
ッ
セ
ー
集
』
。
盛
り
込
ま
れ
た
私

た
ち
の
願
い
が
、
こ
の
大
運
動
へ
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
こ
） 

 

「
被
爆
者
が
描
い
た
体
験
画
展
」
⑮ 

 
 
 
 
 

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会 

中
田
喜
重 

 

長
崎
投
下
五
日
後
の
状
態 

長
崎
市
井
樋
口
町 

電
車
の
停
留
所
附
近
の
防
空
壕
の
中
で  

 

原
爆
ド
ー
ム 

 

 
 

あ
な
た
は
、 

「
な
ん
だ
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
い
、

古
い
建
物
じ
ゃ
な
い
か
」 

と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。 

 

私
は
、
あ
な
た
に
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
。 

「
そ
う
で
す
。
あ
な
た
の
言
わ
れ
る
通
り

で
す
。
で
も
私
に
は
、
今
も
噴
き
出
し
て

い
る
血
に
染
ま
っ
た
建
物
に
見
え
る
の
で

す
。 

じ
っ
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

う
め
き
声
、
助
け
を
呼
ぶ
声
、
生
き
な
が

ら
焼
か
れ
る
声
、
か
ぼ
そ
い
呪
詛
に
似
た

声
。 

あ
な
た
に
も
、
き
っ
と
聞
こ
え
る
で
し
ょ

う
。
」 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家 
正
子 

 

  

月 日 曜 時 内容 場所

12 23 水・休日 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

1 1 金・休日 10:00 核廃絶署名元旦行動 金沢市尾山神社前

6 水 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

9 土 12:00 核廃絶署名６・９行動行動 金沢市武蔵町Ｍｚａ前

 17（日）～24日（日） 沖縄県宜野湾市長選挙 沖縄県宜野湾市

19 水 16:00 戦争法廃止・ピーステント 金沢市四高記念公園・中央口

20 水 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

26 火 18:00 非核石川の会 「会員エッセー集」出版記念祝賀会 KKRホテル金沢

28 木 18:30 平和団体・新春のつどい（講師　須藤春夫さん） いしかわ平和と労働会館3階ホール

31 日 10:30 北陸原水協学校in石川(講師　田中熙巳さん） 金沢市香林坊・教育会館2階集会室

2 3 水 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

9 火 12:00 核廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵町Ｍｚａ前

11 木・休日 13:30
「建国記念の日」反対　平和と民主主義を考える集い
(講師　田口昭典さん）

金沢市近江町交流プラザ4階集会室

14 日 13:30 新春社会保障講演会（講師　渡辺治さん） 金沢市労済会館3階ホール

17 水 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

19 金 16:00 戦争法廃止・ピーステント 金沢市四高記念公園・中央口

 ２８（日)～3月1日（火） ３・１ビキニデー　　問い合わせ：原水爆禁止石川県協議会へ 静岡県静岡市・焼津市

＊ 祝日は休日としています　＊毎週金曜日18：30　どいね原発アピール行動　金沢駅東口　　

＊ 昼デモ　隔週水曜日に行動

＊ 「戦争法廃止・ピーステント」は、毎月19日（強行可決された日）に、2016年7月参議院選挙の前月まで実施されます

≪非核平和・行事予定≫


